
※数値は速報値のため訂正する場合があります。日本骨髄バンクの現状（2025年6月末現在）

10代 5,301

20代 98,995
30代 137,640
40代 208,954
50代 113,535

登録者数 2025年5月 2025年6月 現在数 累計数

ドナー 2,906 2,748 564,425 1,003,822

患者 189 197 1,748 71,554

採取数 2025年5月 2025年6月 累計数

骨髄 57 54 27,210

末梢血幹細胞 25 28 2,535

合計 82 82 29,745

2023年8月号から海外採取は含まず、国内の採取のみを掲載しています。

＜6月区分別ドナー登録者数＞

献血ルーム          472人
献血併行型集団登録会 2,235人
集団登録会               14人
その他            27人

＜年代別ドナー登録者現在数＞

約43％
*うち6月新規登録者は575人

2025年7月15日
発行：（公財）日本骨髄バンク

ACジャパン 2025年度支援キャンペーン「キミの中に流れている力」始動

今月より、ACジャパンによる骨髄バンク支援キャンペーン「キミの中に流れている力」
が、テレビ/ラジオ/新聞/雑誌/ポスター/交通広告といったさまざまなメディアを通じて
展開されます。

今回は、多くの若年層にドナー登録に関心を持っていただけるよう、
「気負わずにありのままの自分で登録できること」や「自身の可能性」に気づいてもら
えるよう、ポジティブで力強いメッセージを込めて制作されました。

イラストは「強く、可愛く、自分らしく」をイラストに表現をしている
「NAKAKI PANTZ」さんに。ナレーションは、音楽活動だけに留まらずタレント・女優・
モデルとしても幅広くご活躍されている 「あの」さんに協力いただきました。
本キャンペーンのテレビCMやラジオCMは、ACジャパンのサイトでご覧いただけます。
多くの方にご覧いただき、骨髄バンクへの理解とご協力の輪が広がることを期待します。

▼キミの中に流れている力（ACジャパン公式サイト） https://ad-c.or.jp/campaign/support/support_05.html

（公財）日本骨髄バンク 近畿地区事務局の移転について

地区事務局統合の一環として、8/4（月）より近畿地区事務局が移転します。
移転に伴い、業務時間は以下のとおりの予定です。
なお、電話、FAX 番号の変更はありません。

８月１日(金)   正午以降は業務休止。FAX・電話ともに不通となります。
８月２日(土)、３日(日) 移転日のため、終日業務休止。FAX・電話 不通。
８月４日(月)   午前９時より通常業務。
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就業ドナーの方にとって提供しやすい環境を整備するため、「ドナー休暇制度」の導入を全国の企業や
団体へ呼びかけております。
現在905の企業や団体、大学等が導入しています（2025年6月末現在、当法人把握分）。

ドナー休暇制度導入、905企業・団体に

◇ドナー休暇制度・ドナー公欠制度問い合わせ先
日本骨髄バンク広報渉外部 ドナー休暇・公欠制度担当 03-5280-1789（平日9時～17時30分）

「骨髄バンクを通じて骨髄または末梢血幹細胞を提供したドナーのための助成制度」が下記の自治体で
導入され、全国で1092自治体となりました（2025年6月末現在、当法人把握分）。

〇兵庫県 多可町
〇山梨県 韮崎市 甲州市 中央市 都留市 北杜市 大月市 富士河口湖町

助成内容は各自治体により異なりますので、直接お問い合わせください。
■導入リスト https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/assistance/donor_municipality.pdf

ドナー助成制度導入、1092自治体に

◇ドナー助成制度問い合わせ先
日本骨髄バンク広報渉外部 ドナー助成制度担当 03-5280-1789（平日9時～17時30分）

日本赤十字九州国際看護大学と山口県立大学が「ドナー公欠制度」を導入

造血幹細胞提供のための入院や通院による授業の欠席を公認欠席とする「ドナー公欠制度」が、
日本赤十字九州国際看護大学（福岡県宗像市）、山口県立大学（山口県山口市）で導入され、全国で17校
となりました。(2025年6月30日現在、当法人把握分)

非血縁者間末梢血幹細胞採取施設の新規認定

下記施設が新たに非血縁者間末梢血幹細胞採取施設として認定されました。

〇佐世保市総合医療センター
ホームページでもご覧いただけます。https://www.jmdp.or.jp/donation/interview-facilities/

■認定施設数
骨髄採取認定施設数：  199施設
末梢血幹細胞採取認定施設数： 146施設

■導入リスト https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/donorleave_03.pdf
既に制度を導入・運用していて上記リストに未掲載の場合は、下記の問い合わせ先までご一報ください。
申請に必要な「導入連絡書」（エクセルファイル）はこちらからダウンロードしてご利用ください。

■導入リスト https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/list_student_01.pdf

若年のドナーが求められる中、学生が安心して提供に進める環境整備は大変重要です。
今後も「ドナー公欠制度」の普及に取り組んでまいります。
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